
救
急
搬
送
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン（
※
）を

実
現
す
る
卓
越
の
仕
組
み
。

（
※
） 

堺
市
消
防
局
の
管
内
に
お
け
る
、脳
血
管
障
害
の
病
院
別
搬
送
件
数

人
生
を
救
う

脳
神
経
外
科
の

救
急
。

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー（
脳
神
経
外
科
）シ
リ
ー
ズ

V
O
L
・
１

特
別
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集
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脳神経外科
への
救急搬送患者数

3092人
（※）堺市消防局調べをもとにした

平成22年〜26年実績平均

年間



100.0%

100.0%

馬
場
記
念
病
院
は
、馬
場 

満
初
代
院
長
が

馬
場
病
院（
現
在
は
、馬
場
満
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
エ
ク
ウ
ス
に
継
承
）を

創
設
し
た
と
き
か
ら
、脳
神
経
外
科
を
中
心
と
す
る
病
院
だ
っ
た
。

昼
夜
を
問
わ
ず
、ひ
っ
き
り
な
し
に
救
急
車
が
到
着
し
、

脳
疾
患
の
治
療
が
行
わ
れ
て
い
た
。

「
脳
外
科
の
馬
場
」と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
て
き
た

馬
場
病
院
の
伝
統
は
今
日
、馬
場
記
念
病
院
の
高
度
な

脳
神
経
外
科
治
療
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

『
つ
ば
さ
』で
は
、そ
の
ペ
ガ
サ
ス
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、

複
数
回
に
わ
た
る
特
別
編
集
に
よ
り
、

馬
場
記
念
病
院
の
脳
神
経
外
科
治
療
体
制
を
掘
り
下
げ
て
い
く
。

第
一
回
目
は
、脳
疾
患
に
対
す
る
救
急
医
療
。

堺
市
消
防
局
の
管
内
で
、馬
場
記
念
病
院
に
救
急
搬
送
さ
れ
る

脳
神
経
外
科
の
患
者
数
は
年
間
平
均
３
０
９
２
人（
※
）。

そ
の
圧
倒
的
な
実
績
を
支
え
る

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー（
脳
神
経
外
科
）の
救
急
医
療
体
制
を
探
る
。

※
堺
市
消
防
局
調
べ
を
も
と
に
し
た
平
成
22
年
〜
26
年
実
績
平
均

3092
馬場記念病院・脳神経外科
疾患別救急搬送受入件数［平成26年］

馬場記念病院・脳神経外科
救急搬送応需率［平成26年］

脳梗塞
377件
脳出血
221件
くも膜下出血
65件

外傷（頸椎捻挫含む）
1,416件

痙攣・てんかん
191件

その他
1,275件

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

98.1%

98.0%

98.4%

99.0%

99.3%

98.8%

99.6%

99.7%

100.0%

100.0%

※馬場記念病院調べ

堺市・高石市 脳血管障害の主たる病院別救急搬送人員［平成26年］

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,500

3,000

馬場記念病院 A病院 B病院 C病院 D病院 E病院 F病院

2,999

※馬場記念病院調べ

※堺市消防局データより作成

（人）
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と
、現
場
に
直
行
し
、傷
病
者
の
症

状・徴
候
か
ら
、適
切
な
病
院
を
選

定
し
て
搬
送
す
る
。堺
市
圏
域
で
は

「
傷
病
者
の
搬
送
及
び
受
け
入
れ

の
実
施
基
準
」を
定
め
、傷
病
者
の

症
状
な
ど
に
応
じ
た
医
療
機
関
リ

ス
ト
を
作
成
。脳
血
管
障
害
に
つ
い

て
は
、馬
場
記
念
病
院
を
は
じ
め
、７

つ
の
病
院
が
特
定
機
能
対
応
医
療

機
関
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
。堺
市
消
防
局・警
防
部
救
急

救
助
課
主
幹（
救
急
担
当
）の
岡
田

孝
文
氏
は
、「
馬
場
記
念
病
院
・
脳

神
経
外
科
の
受
け
入
れ
は
、群
を
抜

く
実
績
で
す
。当
地
域
の
主
要
な
救

急
病
院
と
し
て
貢
献
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
」と
高
く
評
価
す
る
。

　

実
は
、救
急
隊
の
病
院
選
定
に
つい

て
は
、平
成
26
年
１
月
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た「
オ
リ

オ
ン（
左
頁
コ
ラ
ム
参
照
）」と
い
う
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、救
急
隊
員
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
必
要
な
患
者
さ
ま
の
情
報
を

入
力
す
る
と
、適
応
す
る
診
療
科
が

示
さ
れ
、救
急
車
の
い
る
場
所
か
ら

近
い
順
に
医
療
機
関
が
表
示
さ
れ
る

仕
組
み
で
あ
る
。従
っ
て
、距
離
の
短

い
搬
送
が
第
一
選
択
と
な
る
。た
だ

し
、馬
場
記
念
病
院
へ
の
搬
送
は
以

前
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
変
わ
ら
な

い
と
い
う
。な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

救
急
救
命
士
と
し
て
現
場
で
活

躍
す
る
平
門
久
芳
氏（
堺
市
消
防

局
・
警
防
部
救
急
救
助
課
主
査
・

救
急
指
導
担
当
第
２
部
）は
、「
ご

家
族
の
要
望
で
馬
場
記
念
病
院
が

選
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
」と
話
す
。

「
現
場
に
ご
家
族
が
い
れ
ば
、オ
リ

オ
ン
の
探
索
結
果
を
説
明
し
、『
ど

の
病
院
に
し
ま
す
か
』と
お
尋
ね

し
ま
す
。そ
う
す
る
と
、少
し
遠
く

て
も『
馬
場
記
念
病
院
を
お
願
い

し
ま
す
』と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
で

す
ね
。そ
れ
だ
け〈
頭
の
馬
場
〉と
い

う
評
価
が
地
域
に
根
づ
い
て
い
る
証

拠
だ
と
思
い
ま
す
」。

堺
市
消
防
局・警
防
部
救
急
救
助
課
の

岡
田
孝
文
氏・平
門
久
芳
氏
に
聞
く
。

　

堺
市
消
防
局
の
管
内
は
、堺
市・

高
石
市
全
域（
以
下
、堺
市
圏
域
）。

救
急
隊
は
１
１
９
番
コ
ー
ル
が
あ
る

24時間
365日の
 圧倒的な信頼感。

ご
家
族
の
要
望
で
、

馬
場
記
念
病
院
へ

搬
送
す
る
こ
と
も
。

岡田孝文氏
（堺市消防局・警防部救急救助課
主幹 救急担当）

脳
血
管
障
害
の
多
く
は
突
然
発
症
す
る
。

脳
神
経
外
科
で
は
、常
に
救
急
患
者
さ
ま
に
対
応
で
き
る
体
制
が
求
め
ら
れ
、

一
分
一
秒
で
も
早
く
治
療
を
開
始
す
る
に
は
、

救
急
隊
と
の
緊
密
な
連
携
が
重
要
な
鍵
を
握
る
。

今
回
の『
つ
ば
さ
』で
は
、堺
市
消
防
局
の
岡
田
孝
文
氏
・
平
門
久
芳
氏
に
取
材
し
、

管
内
の
救
急
救
命
活
動
の
実
情
や

馬
場
記
念
病
院
に
対
す
る
評
価
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

救急隊からの報告

平門久芳氏
（堺市消防局・警防部救急救助課
主査・救急指導担当第２部）
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直
接
、脳
神
経
外
科
の
医
師
に
電

話
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。
堺
市
圏
域

で
は
、馬
場
記
念
病
院
を
含
め
、３

つ
の
病
院
が
導
入
し
て
い
る
。「
脳

卒
中
コ
ー
ル
は
脳
神
経
外
科
の
先

生
が
直
接
電
話
に
出
て
く
だ
さ
る

の
で
、話
が
早
い
で
す
。馬
場
記
念

病
院
さ
ん
は
夜
中
に
電
話
し
て
も
、

『
こ
ん
な
症
状
で
す
』と
話
す
と
、

す
ぐ
に『
何
分
で
来
ら
れ
ま
す
か
』

と
回
答
し
て
く
れ
る
の
で
助
か
り

ま
す
。ま
た
、搬
送
後
の
対
応
も
早

く
、速
や
か
に
検
査
・
確
定
診
断
が

行
わ
れ
、治
療
が
始
ま
り
ま
す
。一

分
一
秒
を
争
う
脳
血
管
障
害
の

治
療
に
お
い
て
、そ
の
ス
ピ
ー
ド
感

は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
」と
、

Tsubasa　｜特｜別｜編｜集｜

　

現
場
で
、脳
疾
患
が
疑
わ
れ
る

の
は
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
か
。平
門

氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
呂

律
が
困
難
、手
足
の
麻
痺
、顔
面
の

歪
み
、し
び
れ
な
ど
が
あ
れ
ば
、脳

卒
中
を
疑
い
ま
す
。激
し
い
頭
痛
の

継
続
が
あ
れ
ば
、そ
の
な
か
で
も
く

も
膜
下
出
血
を
疑
い
ま
す
ね
。さ

ら
に
、心
電
図
で
心
房
細
動
が
見

ら
れ
た
ら
、ほ
ぼ
脳
卒
中
だ
と
判
断

し
、脳
卒
中
コ
ー
ル
を
か
け
ま
す
」。

　

脳
卒
中
コ
ー
ル
は
、救
急
隊
が

平
門
氏
は
言
う
。

　

平
門
氏
が
感
心
す
る
馬
場
記
念

病
院
の
24
時
間
変
わ
ら
な
い
迅
速

な
対
応
。そ
れ
は
、す
べ
て
の
病
院
で

実
践
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。病

院
は
ど
こ
も
限
ら
れ
た
人
員
で
運
営

し
て
お
り
、診
療
科
の
状
況
に
よ
って

は
、〈
日
中
の
み
対
応
で
き
る
〉〈
夜
間

は
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
で
医
師
を
呼
ぶ
〉

と
いっ
た
制
約
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ

も
多
い
。馬
場
記
念
病
院
の
よ
う
に
、

「
実
質
的
に
24
時
間
３
６
５
日
の
脳

疾
患
治
療
体
制
を
整
え
て
い
る
と
こ

ろ
は
非
常
に
少
な
い
と
思
い
ま
す
」

と
岡
田
氏
は
言
う
。

　

救
急
隊
員
に
と
って
、〈
自
分
の
見

救急隊もブレインチーム（※）の一員
脳卒中治療を学ぶミニ勉強会
●馬場記念病院では救急隊もブレインチームの一員と位置

づけ、勉強会や研修に積極的に協力している。脳神経外
科では、搬送後、気になる症例があれば、気軽に声をかけ
ていただき、説明する機会を設けている。たとえば、搬送後
の緊急治療が終わってから、検査データも交えて、説明す
るなどして、救急隊の方々の知識の向上に努めている。

●また、院内で開催される脳卒中治療の勉強会に救急隊
の方 を々招き、ともに、知識の向上をめざしている。平成
27年11月に開催された「看護師向け脳卒中治療勉強
会」では3名の救急隊の方の参加を得た。

※ブレインチームは、馬場記念病院の脳卒中センター（脳神経外科）に関わ
る医師、看護師、診療放射線技師、臨床検査技師、薬剤師、セラピストなど
すべての医療スタッフからなるチームを指す

疾
患
や
治
療
法
を
学
び
、

救
命
率
を

高
め
た
い
。

緊
急
性
の
高
い
場
合
は
、

迷
う
こ
と
な
く

「
脳
卒
中
コ
ー
ル
」。

迅速な救急搬送を支援する
大阪府の新システム「オリオン」
大阪府では、スムーズな救急搬送を支援するために、ス
マートフォンを用いた「救急搬送支援・情報収集・集計分析
システム」（ＯＲＩＯＮ：オリオン）を、府下消防本部に導入。堺
市消防局でも、平成26年より「オリオン」の運用をスタートした

（本格運用は平成27年1月〜）。救急隊員が傷病者に対
して行う観察能力は個人差があるが、オリオンを用いること
で、標準的な緊急度判定と病院選定を実現。救急搬送時
間の短縮化に効果を上げている。また、今後はオリオンに
蓄積された救急データを分析し、救急活動の質の向上に
活かしていく計画である。
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立
て
は
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
、患
者

さ
ま
が
ど
の
よ
う
な
診
断
を
受
け
た

か
〉は
、大
い
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
そ
の
通
り
で
す

ね
。気
に
な
る
と
き
は
、搬
送
後
し

ば
ら
く
病
院
に
留
ま
り
、Ｃ
Ｔ
画
像

な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、医
師
の

診
断
を
お
聞
き
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
」と
平
門
氏
。そ
う
し
た
救
急

隊
の
熱
意
に
応
え
、病
院
側
も
積
極

的
に
バッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。た
と
え

ば
、医
師
に
よ
る
研
修
会
、症
例
検

討
会
な
ど
を
通
じ
て
、救
急
隊
が
患

者
さ
ま
の
症
状
を
正
し
く
判
断
し
、

病
院
選
定
で
き
る
よ
う
に
個
々
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
「
脳
卒
中
の
治
療
法
は
日
進
月

歩
で
進
化
し
て
い
ま
す
。病
院
の
先

生
方
か
ら
最
新
の
治
療
法
を
学
ぶ

こ
と
は
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

救急医療の仕組み
救急医療体制は、患者さまの疾患・損傷の程度により３段階の医療施設がある。

１. 初期救急医療施設（休日夜間急病診療所など）
　　外来で治療できる軽症の救急患者さまに対応。

２. 二次救急医療施設（救急病院）
　　入院や手術を要する、やや重症度の高い患者さまに対応。

３. 三次救急医療施設（救命救急センター）
　　一般の救急病院で治療のできない重篤な救急患者さまに対応。

※専門医をはじめ、豊富なスタッフで24時間診療できる体制があり、
　発症直後から退院後の生活を見つめた、治療とリハビリテーションを計画的に行う病棟

す
」と
岡
田
氏
は
話
す
。「
つ
い
先
日

も
、馬
場
記
念
病
院
の
脳
神
経
外

科
部
長
か
ら
、ｔ-

Ｐ
Ａ
と
脳
血
管

内
治
療
を
併
用
す
る
世
界
標
準
の

治
療
法（
後
述
参
照
）を
学
び
ま
し

た
。こ
う
し
た
新
し
い
医
療
情
報
を

知
る
こ
と
が
、現
場
で
の
適
切
な
判

断
に
繋
が
り
ま
す
し
、ゆ
く
ゆ
く
は

オ
リ
オ
ン
の
医
療
機
関
探
索
機
能

に
も
反
映
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
」。医
療
機
関
と
の
連
携
を
さ

ら
に
強
め
つ
つ
、質
の
向
上
を
め
ざ

す
堺
市
消
防
局
。「
私
た
ち
の
目
標

は
た
だ
一
つ
、地
域
の
救
命
率
を
上

げ
る
こ
と
で
す
。こ
の
地
域
に
あ
る

救
急
隊
、救
急
病
院
が
み
ん
な
結

束
し
て
、い
わ
ば〈
オ
ー
ル
堺
〉の
救

急
救
命
力
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」。平
門
氏
は
明
る
い
口
調
で

そ
う
締
め
括
っ
た
。

大阪府 脳卒中治療実績
※讀賣新聞調べ／2016年１月10日朝刊記事をもとに作成

所在地

堺市

大阪狭山市

高槻市

大阪市

八尾市

大阪市

豊中市

羽曳野市

大阪市

東大阪市

岸和田市

東大阪市

枚方市

泉佐野市

大阪市

豊中市

大阪市

吹田市

大阪市

大阪市

医療機関名

S 病院

R 病院

A 病院

B 病院

C 病院

D 病院

E 病院

F 病院

G 病院

H 病院

I 病院

J 病院

K 病院

L 病院

M病院

N 病院

O 病院

P 病院

Q 病院

馬場記念病院

脳卒中ケア
ユニット（※）
入院管理料算定

○

○

○

○

○

○

○

○

○

未破裂
脳動脈瘤
受療患者（人）

26

11

86

221

23

11

15

2

38

35

2

16

17

8

23

19

7

36

38

38

くも膜下出血
新規入院
患者（人）

21

13

110

52

44

28

44

54

16

50

39

36

40

25

24

52

15

17

27

83

脳梗塞
新規入院
患者（人）

230

231

710

649

437

422

411

401

367

352

304

301

292

286

261

258

254

248

236

852
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馬
場
記
念
病
院
の
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー（
脳
神
経
外
科
）の
救
急
体
制

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
を
構
築
。

24
時
間

闘
え
る
、

  

馬
場
記
念
病
院
の
脳
卒
中
セ
ン

タ
ー（
脳
神
経
外
科
）で
は
、24
時
間

い
つ
で
も
、必
要
な
専
門
医
や
ス
タ
ッ

フ
が
集
ま
り
、緊
急
手
術
・
治
療
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。時
間
外（
午

後
５
時
45
分
〜
翌
朝
８
時
45
分
）に

脳
神
経
外
科
の
緊
急
手
術
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
、当
直
の
医
師
に
加

え
、自
宅
で
待
機
し
て
い
る
医
師
を

呼
び
出
し
て
、合
計
２
名
で
手
術
を

行
う
。ま
た
、麻
酔
は
当
院
の
麻
酔

科
医
師
が
行
っ
て
い
る
。そ
の
手
術

中
は
、救
急
部・部
長
で
あ
り
、脳
神

経
外
科・副
部
長
の
宇
野
淳
二
医
師

が
、救
急
搬
送
さ
れ
た
脳
疾
患
患

者
に
対
応
す
る
。さ
ら
に
、手
術
の

適
用
に
つ
い
て
は
、必
ず
副
院
長
の

魏 

秀
復
医
師（
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

長・脳
神
経
外
科
部
長
）が
決
定
す

る
決
ま
り
と
な
って
い
る
。

　

こ
の
機
動
力
あ
る
体
制
は
一
朝
一

夕
に
で
き
た
も
の
で
は
な
い
。ま
ず

は
そ
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
た
い
。

始
ま
り
は
、魏
医
師
が
馬
場
記
念

病
院
に
赴
任
し
た
平
成
８
年
１
月

に
さ
か
の
ぼ
る
。前
々
か
ら
脳
神
経

外
科
の
強
化
を
考
え
て
い
た
院
長
の

馬
場
武
彦
が
、京
都
大
学
医
学
部

附
属
病
院
医
局
に
依
頼
し
、魏
医

師
を
招
聘
し
た
の
で
あ
る
。「
24
時

間
３
６
５
日
、闘
え
る
脳
神
経
外
科

を
作
り
ま
し
ょ
う
」。馬
場
と
魏
医

師
は
こ
れ
か
ら
の
脳
神
経
外
科
に
つ

い
て
熱
く
語
り
合
い
、馬
場
は「
必

要
な
も
の
は
す
べ
て
揃
え
ま
す
」と

約
束
し
た
。ど
う
し
て
24
時
間
な
の

だ
ろ
う
。魏
医
師
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。「
脳
疾
患
の
患
者
さ
ま
の

約
半
分
は
、救
急
搬
送
さ
れ
て
き
ま

す
。そ
の
命
を
救
う
に
は
、24
時
間

い
つ
で
も
、複
数
の
専
門
医
や
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
対
応
で
き
る
ブ
レ
イ
ン

チ
ー
ム
を
、作
ら
な
く
て
は
な
ら
な

Tsubasa　｜特｜別｜編｜集｜

平
成
８
年
１
月
、

魏 

秀
復
医
師
が

馬
場
記
念
病
院
に
着
任
。



い
と
考
え
ま
し
た
」。魏
医
師
は
脳

疾
患
治
療
に
関
わ
る
多
職
種
チ
ー

ム
を
、愛
情
を
込
め
て
ブ
レ
イ
ン
チ
ー

ム
と
呼
ぶ
。こ
れ
は
、脳
外
科
の
父

と
い
わ
れ
る
ド
ク
タ
ー・ク
ッ
シ
ン
グ

が
自
ら
の
チ
ー
ム
を
こ
う
呼
ん
で
い

た
こ
と
に
由
来
す
る
の
だ
と
い
う
。

こ
う
し
て
最
強
の
ブ
レ
イ
ン
チ
ー
ム

を
め
ざ
し
て
、新
生
・
脳
神
経
外
科

が
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

ブ
レ
イ
ン
チ
ー
ム
を
作
る
上
で
魏

医
師
が
最
も
力
を
入
れ
た
の
は
、

チ
ー
ム
の
核
と
な
る
専
門
医
の
知
識

と
技
術
の
向
上
だ
っ
た
。当
時
、脳

神
経
外
科
医
は
魏
医
師
を
入
れ
て

３
名
。魏
医
師
は
治
療
の
最
前
線
に

立
ち
、後
輩
医
師
に
高
度
な
手
技

を
指
導
す
る
と
と
も
に
、夜
間
の
救

急
搬
送
に
備
え
、ほ
と
ん
ど
病
院
に

泊
ま
り
込
ん
で
い
た
。「
魏
先
生
は
、

一
体
い
つ
家
に
帰
っ
て
寝
て
い
る
ん
だ

ろ
う
」と
周
囲
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
不

思
議
が
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

魏
医
師
の
指
導
は
と
き
に
厳
し

く
、若
手
医
師
を
叱
責
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。「
脳
神
経
外
科
医
は
、急
変

し
た
患
者
さ
ま
を
診
て
、そ
の
場
で

即
座
に
診
断
し
治
療
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
の
技
術
を
身
に
つ

07Tsubasa

優
秀
な
医
師
を
育
て
、

24
時
間
休
ま
な
い

ブ
レ
イ
ン
チ
ー
ム
を
作
る
。

麻酔科医も24時間体制で緊急手術に備える
　24時間闘える脳卒中センターを支え重要な役目を果たすのが、麻酔科医であ
る。馬場記念病院では常勤２名・非常勤１名の麻酔科医を揃え、ハイレベルな手術
を24時間確実に行える体制を作っている。
　麻酔科部長の池田栄浩医師は、時間外のオンコール体制についてこう説明
する。「平日の時間外のファーストコールは私が、土日はもう一人の常勤医と交代
で、病院から連絡を受けています。僕自身は病院から車で10分の距離に住んで
いますので、連絡があれば、すぐに駆けつけることができます」。だが、連日の呼び
出しが重なると、その分、負担は大きくなるだろう。「もちろん、辛いときもあります。で
も、助けられる命は助けたい、という当院の考え方に共感していますし、精一杯、

お受けしていくつもりです」。
　池田医師は魏医師をはじめ、脳神経外科の
医師と手術について打ち合わせすることも多いと
いう。「疾患にもよりますが、魏先生たちが手がけ
る手術は、手術時間が短く、患者さまへの負担が
少ないと考えられます。先生方が手技に専念でき
るよう、細心の注意を払って患者さまの全身管理
を行っています」。

け
る
に
は
、並
大
抵
な
こ
と
で
は
な

い
の
で
す
」。魏
医
師
は
そ
の
難
し

さ
を
、医
学
の
始
祖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

の
有
名
な
言
葉
を
引
用
し
て
説
明

す
る
。「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
、『
人
生
は

短
く
、術
の
み
ち
は
長
い
。す
な
わ

ち
、医
術
の
習
得
に
は
時
間
が
か
か

る
が
、人
生
は
と
て
も
短
い
』と
言
い

ま
し
た
。そ
れ
は
、現
代
に
も
通
用

す
る
、医
師
に
と
っ
て
の
永
遠
の
課

題
だ
と
思
い
ま
す
」。

　

魏
医
師
の
厳
し
い
指
導
の
成
果

が
実
り
、後
に
続
く
優
秀
な
専
門

医
が
一
人
、ま
た
一
人
と
育
っ
て
いっ

た
。さ
ら
に
、「
馬
場
記
念
病
院
の
脳

神
経
外
科
で
学
び
た
い
」と
い
う
若

手
医
師
も
加
わ
り
、専
門
医
は
こ
の

20
年
間
で
質・量
と
も
に
拡
充
。現

在
は
医
師
数
総
勢
８
名（
平
成
27

年
12
月
現
在
）に
よ
る
治
療
体
制
が

整
っ
て
い
る
。「
24
時
間
、脳
神
経
外

科
を
動
か
そ
う
と
思
っ
た
ら
、医
師

の
数
が
あ
る
程
度
必
要
な
ん
で
す
。

医
師
が
少
な
く
て
は
、当
直
の
一
部

を
非
常
勤
の
医
師
に
任
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、医
療
の
質
を
約
束

で
き
な
く
な
り
ま
す
。互
い
の
信
頼

は
ガ
ラ
ス
の
鏡
の
よ
う
な
も
の
で
、一

度
ヒ
ビ
が
入
っ
た
ら
修
復
で
き
ま
せ

ん
。地
域
か
ら
の
信
頼
を
守
る
た
め

に
、医
療
レ
ベ
ル
を
常
に
高
く
維
持

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
」と
、魏
医
師
は
表
情
を
引
き

締
め
る
。
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世
界
標
準
の
医
療
を

患
者
さ
ま
に
届
け
る
た
め
に
。

脳
卒
中
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
。

　

魏
医
師
の
着
任
か
ら
お
よ
そ
10

年
。24
時
間
闘
え
る
脳
卒
中
セ
ン

タ
ー（
脳
神
経
外
科
）の
体
制
が
整
っ

た
と
こ
ろ
で
、脳
神
経
外
科
で
は
救

急
医
療
強
化
の
第
二
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、平
成
20
年
４
月
、救
急
隊
と
の

直
通
電
話「
脳
卒
中
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
※
）」を
開
設
し
た
。こ
の
新
た
な

試
み
を
提
案
し
た
の
は
、脳
神
経
外

科・副
部
長
で
あ
り
、救
急
部・部
長

の
宇
野
淳
二
医
師
で
あ
る
。そ
の
狙

い
に
つ
い
て
、宇
野
医
師
は「
脳
卒
中

の
な
か
で
も
、と
く
に
脳
の
血
管
に

血
栓
が
詰
ま
る
脳
梗
塞
の
治
療
は

時
間
と
の
闘
い
で
す
。一
刻
も
早
く

救
急
隊
の
電
話
を
受
け
、直
ち
に
患

者
さ
ま
を
運
ん
で
も
ら
う
。そ
し
て

一
分
で
も
早
く
治
療
を
開
始
す
る

こ
と
が
、患
者
さ
ま
の
命
を
救
い
、後

遺
症
を
防
ぐ
鍵
を
握
り
ま
す
」と
説

明
す
る
。

　

急
性
期
の
脳
梗
塞
に
は
、詰
ま
っ

た
血
管
を
再
び
開
通
さ
せ
る〈
再
開

通
療
法
〉を
適
用
で
き
れ
ば
、劇
的

な
症
状
の
改
善
が
期
待
で
き
る
。再

開
通
療
法
に
は
、薬
剤
で
血
栓
を
溶

か
す〈
ｔ-

Ｐ
Ａ
療
法
〉と
、カ
テ
ー
テ

ル（
細
い
管
）を
用
い
て
血
管
の
中
か

ら
血
栓
を
回
収
す
る〈
脳
血
管
内

治
療
〉が
あ
る
が
、ど
ち
ら
も
発
症

後
の
時
間
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。ｔ-

Ｐ
Ａ
療
法
は
４
時
間
30
分
以

内
。血
管
内
治
療
は
８
時
間
以
内
の

患
者
さ
ま
が
対
象
と
な
る
。

　

な
ぜ
時
間
制
限
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。「
脳
細
胞
は
血
流
が
短
時
間
途

絶
え
る
と
、死
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、発
症
か
ら
ご
く
早
い
時
間
に
、

詰
ま
っ
た
血
管
を
再
開
通
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、死
ん
で
し
ま
っ
た
脳

組
織
の
周
囲
に
あ
る
、い
わ
ば
死
に

か
け
た
部
分
の
機
能
を
再
生
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。そ
の
脳

を
救
う
た
め
に
、一
刻
も
早
く
患
者

さ
ま
の
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
」と
宇
野
医
師
は
話
す
。

脳
卒
中
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

作
っ
た
理
由
。

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と

※
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
当
初
、
救
急
隊
の
み
を

対
象
に
し
て
い
た
が
、
現
在
は
登
録
医
（
診

療
所
）
の
先
生
方
に
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
救
急
搬
送
の
依
頼
は
も

ち
ろ
ん
、
脳
疾
患
治
療
の
相
談
に
も
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
に
対
応
し
て
い
る
。
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く
、ｔ-

Ｐ
Ａ
を
投
与
し
た
患
者
さ
ま

の
約
３
割
は
ほ
と
ん
ど
後
遺
症
な

く
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
。た
だ
、残
り
の
７
割
の
患
者

さ
ま
に
は
大
き
な
改
善
は
見
ら
れ
な

い
。と
く
に
、内
頸
動
脈
や
中
大
脳

動
脈
と
いっ
た
脳
内
主
幹
動
脈
が
閉

塞
し
た
患
者
さ
ま
に
ｔ-
Ｐ
Ａ
を
投

与
し
て
も
、治
療
効
果
が
比
較
的
低

い
こ
と
が
分
か
って
き
た
。

　

そ
う
し
た
ｔ-

Ｐ
Ａ
療
法
の
普
及

の
一
方
で
大
き
な
進
歩
を
遂
げ
た
の

が
、も
う
一
つ
の
再
開
通
療
法
で
あ

る
脳
血
管
内
治
療
で
あ
る
。近
年
、

脳
血
管
内
治
療
に
つ
い
て
は
、新
し

い
血
栓
回
収
用
デ
バ
イ
ス
が
次
々
と

開
発
さ
れ
、治
療
成
績
を
向
上
さ

せ
て
い
る
。そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、米

国
心
臓
病
協
会
、お
よ
び
米
国
脳

卒
中
協
会（
Ａ
Ｈ
Ａ
／
Ａ
Ｓ
Ａ
）の
脳

卒
中
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
改
訂

さ
れ
た
。発
症
直
後
の
脳
梗
塞
に

対
す
る
治
療
の
第
一
選
択
と
し
て
、

従
来
の
ｔ-

Ｐ
Ａ
治
療
と
併
用
し
て
、

血
管
内
治
療
を
行
う
こ
と
を
推
奨

す
る
よ
う
改
め
た
の
だ
。

　

こ
の
改
訂
の
ベ
ー
ス
に
は
、ス
テ
ン

ト
型
レ
ト
リ
ー
バ
ー（
血
栓
回
収
用

デ
バ
イ
ス
の
一
つ
）の
有
効
性
と
安
全

性
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。ス

テ
ン
ト
型
レ
ト
リ
ー
バ
ー
は
、日
本
で

は
、平
成
26
年
７
月
に
保
険
承
認
さ

れ
た
ば
か
り
。脳
卒
中
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、ま

だ
普
及
途
中
で
、治
療
で
き
る
施
設

も
少
な
い
。

　

馬
場
記
念
病
院
の
脳
神
経
外
科

で
は
、そ
の
ス
テ
ン
ト
型
レ
ト
リ
ー

バ
ー
も
導
入
し
、す
で
に
良
好
な
治

療
成
績
を
着
々
と
積
み
重
ね
て
い

る
。ま
さ
に
、地
域
に
先
駆
け
て
、世

界
標
準
の
脳
梗
塞
治
療
を
実
践
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
の
あ
る
最
先
端

の
治
療
法
。こ
れ
を
一
人
で
も
多
く

の
患
者
さ
ま
に
適
応
す
る
た
め
に

は
、病
院
受
診
ま
で
の
時
間
が
非
常

に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。脳
の
病
気
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が
疑
わ
れ
た
場
合
、救
急
隊
が
迷
う

こ
と
な
く
病
院
を
選
定
で
き
る
よ

う
に
、米
国
で
は
、急
性
期
の
脳
梗
塞

に
対
し
、ｔ-

Ｐ
Ａ
治
療
が
24
時
間
迅

速
に
行
え
る
医
療
機
関
を
一
次
脳

卒
中
セ
ン
タ
ー
、脳
血
管
治
療
が
24

地
域
の

脳
卒
中
治
療
体
制
を

作
り
た
い
。

　

急
性
期
の
脳
梗
塞
に
対
す
る
再

開
通
療
法
に
つ
い
て
、も
う
少
し
詳

し
く
説
明
し
よ
う
。ま
ず
、ｔ-

Ｐ
Ａ

治
療
は
１
９
９
５
年
、米
国
の
臨
床

試
験
で
効
果
が
確
認
さ
れ
た
薬
剤

（
ア
ル
テ
プ
ラ
ー
ゼ
）。１
９
９
６
年

に
米
国
で
承
認
さ
れ
、そ
の
後
、カ

ナ
ダ
、欧
州
諸
国
な
ど
で
承
認
さ

れ
た
。日
本
で
は
遅
れ
る
こ
と
約
10

年
、２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）に
よ

う
や
く
脳
梗
塞
に
対
し
て
認
可
さ

れ
た
。そ
の
治
療
効
果
は
め
ざ
ま
し

脳神経外科・疾患別救急搬送件数 ［平成26年月別］

脳梗塞
脳出血

くも膜下出血
外傷（頸椎捻挫も含む）

痙攣、てんかん
その他
合計 291 313 272294307

103 107 99101114
8 16 151319

123 127 118120108
7 8 385

18 15 131928
33

１月 2月 3月 4月 5月
24403233

脳神経外科・疾患別救急搬送件数

脳梗塞 357 377353363387
脳出血 221209244273 245

外傷（頸椎捻挫も含む） 1,4161,5361,6741,997 1,865
痙攣、てんかん 191205206199 256

くも膜下出血 65566879 61

その他 1,2751,1971,2391,195 1,254
合計 3,5453,56037844,130 4,044

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

※馬場記念病院調べ

※馬場記念病院調べ

ｔ-

Ｐ
Ａ
治
療
と

脳
血
管
内
治
療
の
併
用
。

そ
れ
が
、世
界
標
準
。

2723343127 35 38 377
16 1814 202021 19 221
6 436 5 5 5 65

107 147104103 97 115 147 1,416
15

109
276 347305248 275 303 314 3,545

11812283 104 112 103 1,275
202115 17 18 14 191

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 小計



ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
に
、馬
場

記
念
病
院
は
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
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脳卒中とは
脳卒中は、脳の血管の詰まりや破れが原因となる病気の総称。大きくは脳の血管が詰ま
る「脳梗塞」、脳の血管が破れて出血する「脳出血」や「くも膜下出血」に分けられる。
厚生労働省発表の「人口動態統計の概況」によると、平成25年１年間の死因別死亡
総数のうち、脳血管疾患は11万８,３４７人で全体の９．３％を占め、全死因の上位から４
番目。このうち脳梗塞は６万９,９６７人であり、脳血管疾患で死亡したうちの約６割の方
が、脳梗塞が原因で亡くなっている。

意
識
啓
発
と
連
携
強
化
に
努
め
て

い
る
。さ
ら
に
、宇
野
医
師
は
、「
脳

神
経
外
科
治
療
に
取
り
組
む
近
隣

の
病
院
の
先
生
方
と
話
し
合
い
、こ

の
地
域
全
体
で
、脳
卒
中
の
患
者
さ

ま
に
最
先
端
の
治
療
を
提
供
で
き

る
仕
組
み
を
、作
っ
て
い
く
こ
と
は
で

き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」と
話

す
。堺
市
を
中
心
と
す
る
こ
の
地
域

に
、先
進
的
な
脳
卒
中
治
療
ネ
ッ
ト

血管が詰まる
脳梗塞

血管が破れる
脳出血

表面の血管が破れる
くも膜下出血

時
間
迅
速
に
行
え
る
医
療
機
関
を

包
括
的
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
と
し
て
認

証
し
、全
米
に
整
備
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　

そ
れ
に
比
べ
て
、日
本
の
体
制
は
ま

だ
整
備
不
充
分
で
あ
る
。一
日
も
早

く
、米
国
に
続
く
よ
う
な
地
域
単
位

で
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
だ
と
、宇

野
医
師
は
指
摘
す
る
。「
一つ
の
病
院

が
最
先
端
の
治
療
を
提
供
す
る
だ
け

で
は
、地
域
の
脳
梗
塞
の
患
者
さ
ま

を
救
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。救
急

隊
、そ
し
て
、地
域
の
病
院
が
連
携
し

た
脳
卒
中
治
療
体
制
を
、構
築
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」。

　

そ
の
た
め
に
、馬
場
記
念
病
院
で

は「
脳
卒
中
救
急
搬
送
ガ
イ
ド
」を

作
成
し
、堺
市
消
防
局
に
配
布
し
た

り
、堺
市
消
防
局
で
魏
医
師
や
宇
野

医
師
が
講
演
す
る
な
ど
、救
急
隊
の
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こ
こ
ま
で
主
に
高
度
な
脳
疾
患
治

療
を
中
心
に
、脳
卒
中
セ
ン
タ
ー（
脳

神
経
外
科
）の
救
急
医
療
体
制
を

見
て
き
た
。こ
の
章
で
は
、24
時
間 

3
6
5
日
休
ま
な
い
救
急
医
療
体

制
を
支
え
る
、多
職
種
連
携
の
力
と

病
院
の
バッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
に
触
れ
て

「
救
急
搬
送
を

断
ら
な
い
」を

支
え
る
看
護
力
。

実
現
す
る
、

救
急
医
療
体
制
。

応
需
率

9
9・7
%（
※
）

を

※
救
急
隊
か
ら
救
急
車
受
け
入
れ
要
請
の
あ
っ
た
う
ち
、

　

馬
場
記
念
病
院 

脳
神
経
外
科
で
受
け
入
れ
た
割
合
（
平
成
27
年
１
月
〜
12
月
）。

お
き
た
い
。馬
場
記
念
病
院 

脳
神

経
外
科
の
救
急
応
需
率
は
99・7
％

（
14
頁
表
参
照
）と
い
う
驚
異
の
数

字
を
た
た
き
出
す
。「
救
急
患
者
さ

ま
を
決
し
て
断
ら
な
い
」体
制
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、ブ
レ
イ
ン
チ
ー
ム
は
一

人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ま
の
脳
を

救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、救
急
外
来
を
支
え
る
看

護
師
の
存
在
。馬
場
記
念
病
院
で

は
、〈
外
来・救
急
外
来
〉の
看
護
師

が
交
代
で
、一
般
外
来
、救
急
外
来



13Tsubasa

チ
ェッ
ク
し
ま
す
。決
し
て
医
師
任

せ
に
せ
ず
、看
護
師
も
医
師
と
同
様

に
症
状
を
把
握
す
る
よ
う
指
導
を

徹
底
し
て
い
ま
す
」。救
急
外
来
で

使
用
さ
れ
る
救
急
看
護
記
録
の
バ
イ

ン
ダ
ー
の
裏
に
は
、丸
田
の
発
案
で
、

意
識
障
害
の
評
価
方
法
の
一つ「
ジ
ャ

パン・コ
ー
マ・ス
ケ
ー
ル（
Ｊ
Ｃ
Ｓ
）」な

ど
の
チ
ェッ
ク
項
目
が
貼
っ
て
あ
る
。

若
手
も
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
も
、い
つ
も

こ
の
項
目
を
見
て
、業
務
に
活
か
し

て
い
る
と
い
う
。

　

看
護
部・部
長
の
正
本
恵
子
は
、

そ
う
し
た
丸
田
た
ち
の
取
り
組
み

を
頼
も
し
く
感
じ
て
い
る
。「
認
定

看
護
師
が
２
名
揃
い
、こ
れ
ま
で
経

験
則
で
行
っ
て
き
た
看
護
に
、確
か

な
理
論
の
裏
づ
け
が
で
き
ま
し
た
。

常
に
最
新
の
救
急
看
護
情
報
を
取

り
入
れ
、看
護
の
質
も
向
上
し
て
き

た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、森
川
師
長

を
中
心
に
、患
者
さ
ま
、ご
家
族
への

配
慮
も
心
が
け
、常
に
前
進
し
て
い

ま
す
ね
」。馬
場
記
念
病
院
は
二
次

の
業
務
、そ
し
て
、検
査（
脳
血
管
撮

影
室
と
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
室
）

の
業
務
を
担
当
。時
間
外
は
、外
来

と
検
査
の
す
べ
て
を
切
り
盛
り
し
て

い
る
。「
夜
間
は
、チ
ー
ム
力
が
す
ご

く
大
切
で
す
。看
護
師
同
士
が
密

に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
い
、

決
し
て
ミ
ス
の
な
い
よ
う
に
救
急
患

者
さ
ま
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、救
急
搬
送
が
重
な
っ
た
り
す
る

と
、管
理
当
直
の
看
護
師
長
に
応
援

を
依
頼
し
た
り
、薬
剤
師
、臨
床
検

査
技
師
、医
事
課
の
職
員
の
力
も
借

り
て
、職
員
総
動
員
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」と
語
る
の
は
、外
来・看
護

師
長
の
森
川
理
恵
で
あ
る
。

　

ま
た
、ど
の
看
護
師
が
担
当
し
て

も
救
急
患
者
さ
ま
に
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
、救
急
看
護
認
定
看

護
師
の
丸
田
洋
美
は
、患
者
さ
ま

に
対
す
る
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
を
徹

底
的
に
指
導
し
て
い
る
。「
最
初
に

必
ず
、患
者
さ
ま
の
意
識
の
状
態
、

麻
痺
の
状
態
、瞳
孔
所
見
の
３
点
を
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救
急
病
院
だ
が
、森
川
、丸
田
の
目

線
は
も
っ
と
高
い
。「
当
院
は
重
篤
な

患
者
さ
ま
が
運
ば
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
し
、二
次
救
急
病
院
と
い
う
よ

り
も
、三
次
救
急
を
担
う
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
と
い
う
意
識
で
、こ
れ
か

ら
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
」と
森
川
は
言
う
。

　

脳
神
経
外
科
の
99・7
％
と
い
う

救
急
応
需
率
を
実
現
す
る
上
で
欠

ま
を
断
る
こ
と
が
極
力
な
い
よ
う
に
、

急
性
期
の
患
者
さ
ま
に
回
復
期
の
病

床
へス
ム
ー
ズ
に
転
棟・転
院
し
て
い
た

だ
く
体
制
づ
く
り
も
推
進
し
た
。

　

こ
う
し
た
数
々
の
対
策
は
、何
よ

り
も
職
員
の
意
識
変
革
を
も
た
ら

し
た
。ど
ん
な
と
き
で
も
、「
救
急
患

者
さ
ま
を
お
断
り
し
な
い
」と
い
う

思
い
は
、今
日
、馬
場
記
念
病
院
の
全

職
員
が
共
有
し
て
い
る
。田
中
は
語

る
。「
自
分
自
身
、あ
る
い
は
自
分
の

家
族
が
救
急
搬
送
を
断
ら
れ
た
ら
、

ど
ん
な
思
い
が
す
る
で
し
ょ
う
か
。

地
域
住
民
の
目
線
で
考
え
れ
ば
、救

急
搬
送
を
お
断
り
し
な
い
の
は
救
急

病
院
の
基
本
で
す
。そ
の
ポ
リ
シ
ー
の

徹
底
が
、当
院
の
強
み
だ
と
思
い
ま

す
」。全
職
員
が
一
致
団
結
し
て
救

急
患
者
さ
ま
を
受
け
入
れ
、ブ
レ
イ

ン
チ
ー
ム
の
高
度
な
治
療
に
繋
ぐ
。こ

の
強
力
な
バッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
、三

次
救
急
に
匹
敵
す
る
脳
卒
中
救
急

医
療
を
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

病
院
が

一
丸
と
な
っ
て

救
急
に
取
り
組
む
。

か
せ
な
い
の
が
、病
院
全
体
の
強
力

な
バッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
。そ
の
立
役
者

の
一
人
が
、事
務
部・部
長
の
田
中
恭

子
で
あ
る
。「
も
と
も
と
当
院
は
救

急
病
院
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て

き
ま
し
た
が
、一
時
期
、そ
の
機
能
が

弱
体
化
し
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
私
が
事
務
部・部
長
に
就

任
し
た
頃（
平
成
10
年
）、救
急
搬

送
を
断
る
事
例
が
あ
る
と
知
り
、こ

れ
で
は
い
け
な
い
と
、体
制
強
化
を

図
り
ま
し
た
」。

　

田
中
は
経
営
会
議
や
救
急
運
営

委
員
会
で
、「
ど
う
す
れ
ば
救
急
を

断
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る

か
」を
議
題
と
し
て
投
げ
か
け
、職

員
た
ち
と
知
恵
を
絞
っ
た
。そ
の
結

果
、い
く
つ
か
の
画
期
的
な
対
策
が
生

ま
れ
、整
備
さ
れ
て
いっ
た
。た
と
え

ば
、救
急
隊
か
ら
の
連
絡
を
、処
置
が

重
な
り
ど
う
し
て
も
医
師
、看
護
師

が
受
け
取
れ
な
い
と
き
、医
事
課
職

員
が
電
話
を
受
け
る
体
制
を
導
入
。

Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集
中
治
療
室
）、Ｓ
Ｃ
Ｕ（
脳

卒
中
集
中
治
療
室
）の
空
き
が
あ
れ

ば
、医
師
に
確
認
し
な
く
て
も
救
急

隊
の
受
け
入
れ
要
請
を
承
諾
す
る

ル
ー
ル
も
定
め
た
。ま
た
、医
事
課
職

員
が
責
任
を
持
って
ス
ム
ー
ズ
に
電
話

応
対
が
で
き
る
よ
う
に「
症
状
別
適

応
診
療
科
候
補
表
」を
作
っ
た
。こ
れ

は
、患
者
さ
ま
の
症
状
に
対
応
す
る

診
療
科
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
。
さ

ら
に
、ベッ
ド
が
満
床
で
救
急
患
者
さ

馬場記念病院 脳神経外科・救急搬送応需率

１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平成22年 96.1 94.8 97.9 96.6 98.6 97.8 97.8 98.4 98.2 99.4 99.7 98.1
平成23年 99.099.098.5100.098.699.399.097.897.197.096.695.9

平成24年 97.394.898.798.198.398.899.098.899.396.097.197.9

平成25年 97.899.199.098.599.3100.099.798.097.598.195.796.5

平成26年 100.0100.0100.0100.099.799.698.899.399.098.498.098.1

※馬場記念病院調べ

平成27年 99.699.699.2100.0100.0100.0100.098.9100.0100.0100.099.4
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念
」と
い
わ
れ
て
い
た
馬
場
記
念
病

院
は
、そ
れ
に
加
え
今
は「
救
急
の

馬
場
記
念
」と
称
さ
れ
、地
域
の
信

頼
を
一
身
に
集
め
て
い
る
。そ
の
信

頼
に
応
え
る
た
め
に
、馬
場
が
大
切

に
し
て
き
た
の
は
何
だ
ろ
う
か
。

　

馬
場
は
言
う
。「〈
救
命
〉の
先
ま

で
考
え
る
こ
と
で
す
ね
。脳
疾
患
が

他
の
疾
患
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、

治
療
後
に
後
遺
症
の
リ
ス
ク
が
あ
る

こ
と
。頭
の
病
気
は〈
命
を
救
え
ば

そ
れ
で
い
い
〉と
い
う
わ
け
に
い
き
ま

せ
ん
。疾
患
部
位
の
機
能
の
維
持
を

考
え
治
療
を
開
始
す
る
。そ
こ
が

脳
神
経
外
科
の
宿
命
で
あ
り
、救
命

を
優
先
す
る
三
次
救
急
と
大
き
く

　

平
成
8
年
に
魏 

秀
復
医
師
を

招
聘
し
、力
を
合
わ
せ
て
、脳
卒
中

セ
ン
タ
ー
を
築
い
て
き
た
馬
場
記
念

病
院・院
長
の
馬
場
武
彦
。魏
医
師

と
は
、出
会
っ
た
と
き
か
ら「
理
想

と
す
る
医
療
の
姿
が
似
て
い
る
と
感

じ
た
」と
い
う
。「
魏
先
生
は
特
定

の
人
だ
け
を
対
象
に
し
た
高
額
な

医
療
で
は
な
く
、脳
疾
患
を
抱
え
る

方
々
す
べ
て
を
対
象
に
、高
品
質
の

医
療
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。そ
の
思
い
は
私
も
全
く
同
じ

で
、そ
こ
か
ら
24
時
間
闘
え
る
脳
卒

中
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し

た
」。

　

そ
し
て
、20
年
。「
頭
の
馬
場
記

馬
場
記
念
病
院 

院
長
（
社
会
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス 

理
事
長
）

馬
場
武
彦

脳
神
経
外
科
の
救
急
医
療
を
語
る

「
頭
の
馬
場
記
念
」。

「
救
急
の
馬
場
記
念
」。

患
者
さ
ま
の

人
生
を
見
据
え
た

救
急
医
療
を
。

命
を
救
う
の
は
当
然
。そ
の
先
に
あ
る
、

患
者
さ
ま
の
人
生
を
救
う
た
め
に
。

違
う
と
こ
ろ
で
す
」。

　

そ
の
結
果
、整
備
さ
れ
た
の
が
、

24
時
間
3
6
5
日
脳
神
経
外
科
の

専
門
医
が
ス
タ
ン
バ
イ
す
る
、今
日

の
救
急
医
療
体
制
で
あ
る
。「
一
分

一
秒
で
も
早
く
専
門
医
が
的
確
に

診
断
し
、専
門
的
な
治
療
を
開
始

し
て
脳
組
織
を
救
う
。そ
の
治
療
が

遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
、重
度
の
障

害
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
」と
馬

場
。つ
ま
り
、救
急
搬
送
受
入
時
の

初
動
に
お
い
て
、ス
ピ
ー
ド
と
質
の
高

い
診
療
を
提
供
す
る
。そ
し
て
、確

実
に
そ
の
後
の
継
続
ケ
ア
に
繋
い
で

い
く
。そ
れ
が
馬
場
記
念
病
院 

脳

神
経
外
科
の
救
急
医
療
で
あ
り
原

点
な
の
だ
。「
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら

も
、患
者
さ
ま
の
人
生
を
第
一
に
考

え
、正
し
い
と
信
じ
る
医
療
を
追
求

し
て
い
き
ま
す
」。馬
場
は
決
意
も

新
た
に
、意
気
込
み
を
語
っ
た
。
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ペ
ガ
サ
ス
は
、地
域
の
診
療
所
、そ
し
て
、看
護
、介
護
に
関
連
す
る
事
業
所
と
連
携
を
し
て
い
ま
す
。

診
療
所
は
、地
域
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、医
療
を
受
け
る「
最
初
の
窓
口
」。丁
寧
な
診
察
に
よ
る
適
切
な
診
断
・
治
療
を
行
い
、

ま
た
、病
院
の
紹
介
を
通
し
て
、患
者
さ
ま
の「
か
か
り
つ
け
医
」と
し
て
、健
康
状
態
を
総
合
的
に
管
理
し
て
く
れ
ま
す
。

看
護
、介
護
に
関
連
す
る
事
業
所
は
、在
宅
で
療
養
す
る
皆
さ
ま
の「
パ
ー
ト
ナ
ー
」。

ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、ご
家
族
の
毎
日
を
支
え
た
り
、快
適
な
生
活
の
場
そ
の
も
の
の
ご
提
供
に
よ
り
、皆
さ
ま
を
支
援
し
ま
す
。

第
二
特
集
で
は
、こ
う
し
た
診
療
所
、事
業
所
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。※
診
療
所（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）、そ
し
て
事
業
所
の
順
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

医
療
か
ら
、そ
し
て
、看
護
、介
護
か
ら
、

地
域
社
会
を
支
え
る
人
々
。

S
e

c
o

n
d

 e
d

itio
n

防
は
言
う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
」と

言
う
。な
ぜ
か
。動
脈
硬
化
と
な
る

危
険
因
子
と
し
て
、高
血
圧
症
、糖

尿
病
、脂
質
異
常
症
、喫
煙
、肥
満

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
そ
の
上
流

に
生
活
習
慣
と
い
う
問
題
が
あ
り
、

長
年
か
け
て
形
成
さ
れ
て
き
た
生

活
習
慣
は
、軌
道
修
正
す
る
の
は
難

し
い
」と
説
く
。「
生
活
を
改
善
し

な
さ
い
」と
言
う
の
は
簡
単
だ
が
、問

題
は
い
か
に
実
行
さ
せ
る
か
だ
。そ

こ
で
院
長
は
、早
期
の
動
脈
硬
化
を

チ
ェッ
ク
す
る
検
査
器
機
を
拡
充
、

ま
た
、理
学
療
法
士
も
招
聘
。検
査

に
よ
り「
元
気
そ
う
な
方
も
、実
は

血
管
は
ク
タ
ク
タ
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
、ご
本
人
も
そ
れ
を
自
覚
す

る
」。あ
る
い
は「
理
学
療
法
士
の
指

導
の
も
と
、患
者
さ
ま
が
運
動
に
頑

設
）時
代
か
ら
数
え
る
と
、実
に
53

年
間
、地
域
医
療
に
携
わ
っ
て
い
る
。

二
代
目
院
長・加
藤
洋
二
は「
父
親

が
脳
出
血
で
倒
れ
、自
分
が『
加
藤

内
科
』を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
」

と
話
す
。ち
な
み
に
長
兄
も
消
化
器

内
科
の
医
師
で
、加
藤
家
は
い
わ
ば

医
師
一
家
で
あ
る
。

　

加
藤
院
長
は
医
学
部
卒
業
後
、大

学
病
院
や
企
業
立
の
病
院
、国
公
立

病
院
な
ど
で
、循
環
器
専
門
医
、総

合
内
科
専
門
医
と
し
て
、救
急
医
療

や
急
性
期
医
療
に
深
く
関
わ
って
き

た
。そ
ん
な
経
験
を
持
つ
加
藤
院
長

が
、あ
る
日
を
境
に〈
町
の
先
生
〉に

　

加
藤
内
科
み
な
と
ク
リ
ニッ
ク
は
、

平
成
27
年
11
月
、南
海
本
線
の
湊

駅
南
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
、新
規

オ
ー
プ
ン
し
た
。ク
リ
ニッ
ク
自
体
の

開
院
は
平
成
15
年
9
月
。今
年
13

年
目
を
迎
え
る
。沿
革
的
に
は
比
較

的
新
し
い
印
象
を
受
け
る
が
、先
代

の
加
藤
内
科（
昭
和
38
年
5
月
創

〈
高
度
治
療
の
専
門
医
〉か
ら

何
で
も
診
る〈
町
の
先
生
〉へ
。

患
者
と
の
信
頼
関
係
を
基
に
、

堺
の
地
で
先
代
か
ら
続
く

53
年
の
地
域
医
療
―
―
。

患
者
、一
人
ひ
と
り
の
訴
え
、悩
み
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

〈
一
緒
に
取
り
組
む
〉姿
勢
が
共
感
を
呼
ぶ
。

診療所

な
っ
た
の
だ
。「
専
門
性
を
活
か
し
た

ク
リ
ニッ
ク
を
」と
考
え
て
い
た
が
、い

ざ
ク
リ
ニッ
ク
を
開
け
て
み
る
と「
先

生
お
腹
痛
い
」「
肩
が
凝
り
ま
す
」

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
注
射
し
て
」「
ワ

ク
チ
ン
が
ほ
し
い
」と
、こ
れ
ま
で
中

心
に
診
て
き
た
心
臓
疾
患
の
患
者
と

は
全
く
異
な
る
対
応
に
大
わ
ら
わ
。

「
初
め
の
１
～
２
年
は
本
当
に
戸
惑

い
ま
し
た
」と
院
長
。ま
さ
に
、て
ん

て
こ
舞
い
状
態
で
、先
代
か
ら
の
患
者

は
ど
ん
ど
ん
離
れ
て
いっ
た
と
い
う
。

反
面
、「
そ
ん
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、わ
ざ
わ
ざ
ウ
チ
へ
来
て
く
だ
さ
る

患
者
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。時
間
を

か
け
て
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ま
を

き
ち
ん
と
診
て
い
こ
う
」と
、加
藤
院

長
は
心
に
決
め
た
。や
が
て
ク
チ
コ
ミ

で
新
た
な
患
者
が
集
ま
り
出
し
、経

営
も
軌
道
に
乗
っ
た
。

　

加
藤
院
長
が
注
力
し
て
い
る
の

は
、動
脈
硬
化
の
予
防
だ
。日
々
の

診
療
の
な
か
で
、「
今
後
、動
脈
硬
化

症
の
患
者
さ
ま
は
確
実
に
増
え
る
」

と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。だ
が
、「
予

患
者
の
ヤ
ル
気
を
高
め
、

動
脈
硬
化
予
防
に
取
り
組
む
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張
り
、体
重
が
減
少
し
、採
血
デ
ー

タ
も
改
善
す
れ
ば
、ご
本
人
も
私
も

う
れ
し
い
」。患
者
と
一
緒
に
予
防

に
取
り
組
み
、改
善
結
果
を
と
も
に

喜
ぶ
。「
楽
し
く
、明
る
く
続
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。そ
れ
が
ヤ
ル
気
を

促
し
、次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
繋
が
り
ま

す
」と
言
う
。

　

同
ク
リ
ニッ
ク
に
は
、も
う
一
つ
特

徴
が
あ
る
。先
代
よ
り
続
い
て
い
る

漢
方
薬
治
療
だ
。患
者
の
訴
え
に

は
、と
き
に
検
査
を
し
て
も
異
常

が
見
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。そ
れ

を
患
者
の〈
思
い
込
み
〉や〈
考
え
す

ぎ
〉と
せ
ず
、加
藤
院
長
は
常
に
問

題
解
決
の
道
を
探
る
。「
こ
う
い
う

と
き
、漢
方
薬
が
有
効
に
働
く
こ
と

が
多
い
」と
言
う
。

　

循
環
器
、な
か
で
も
動
脈
硬
化

予
防
に
対
し
て
、専
門
医
と
し
て
一

本
芯
を
通
し
、さ
ら
に
は
漢
方
薬
治

療
ま
で
。一
人
ひ
と
り
の
患
者
の
訴

え
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、そ
の
患
者

に
合
っ
た
医
療
を
考
え
る
。す
っ
か
り

〈
町
の
先
生
〉と
な
っ
た
加
藤
院
長

ら
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。

医療法人 加藤内科みなとクリニック 
院長：加藤洋二
所在地：大阪府堺市堺区出島海岸通２-６-20
TEL：072-241-0016
診療科目：内科、循環器内科、心臓リハビリテーション科

院
長
の
明
る
い
性
格
が
評
判
を
呼

び
、口
コ
ミ
で
患
者
が
集
ま
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

中
村
院
長
が「
何
で
も
診
ま
す
」

と
言
え
る
の
は
、医
師
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
の
初
め
を
、救
急
医
療
に
携
わ

り
、数
多
く
の
症
例
に
対
応
し
て
き

た
実
績
が
あ
る
か
ら
だ
。「
救
急
の

現
場
は
、い
き
な
り
戦
場
に
放
り
込

ま
れ
た
よ
う
な
も
の
で
、す
ぐ
に
手

術
対
応
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
」と
話

す
。「
自
分
が
初
期
診
断
し
自
分
が

治
療
す
る
。当
然
、責
任
を
伴
う
。

鍛
え
ら
れ
ま
し
た
ね
」。さ
ま
ざ
ま

な
救
急
患
者
を
診
て
い
く
な
か
で
、

専
門
以
外
の
領
域
を
診
る
こ
と
の

重
要
性
を
学
ん
だ
。「
僕
の
持
論
だ

け
ど
」と
前
置
き
し
、「
ち
ゃ
ん
と
自

分
の
専
門
領
域
が
あ
っ
て
、そ
の
上

で
初
期
診
断
に
は
総
合
性
が
求
め

ら
れ
る
と
思
う
」と
説
く
。

　

そ
し
て
、今
か
ら
16
年
前
、大
学

病
院
や
一
般
病
院
で
の
診
療
も
充

実
し
て〈
や
り
甲
斐
〉を
見
い
だ
し
て

い
た
最
中
、親
戚
が
運
営
し
て
い
た

現
診
療
所
を「
引
き
継
い
で
み
な
い

か
？
」と
い
う
話
が
舞
い
込
ん
だ
！ 

総
合
病
院
か
？ 

一
般
診
療
所
か
？ 

ま
さ
に
人
生
の〈
岐
路
〉。悩
ん
だ
末
、

「
こ
こ
の
診
療
所
が
な
く
な
っ
た
ら

地
域
の
患
者
さ
ま
が
困
る
だ
ろ
う
」

と
、〈
開
業
〉を
選
択
。診
療
の
場
所

が
い
ず
れ
に
せ
よ
、根
底
に
は「
患
者

さ
ま
が
好
き
」と
い
う
思
い
が
あ
る
。

　

最
後
に
、中
村
院
長
に
今
後
の
展

望
を
訊
い
た
。「
い
つ
も
ね
、患
者
さ

ま
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な

い
ん
で
す
。こ
の
歳（
53
）に
な
っ
て
、

よ
う
や
く
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
言

え
ま
す
。『
医
療
は
愛
』で
す
。若
い

頃
の
、好
い
た・惚
れ
た
の
愛
と
は
違

い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ま

へ
の
思
い
で
す
ね
。A
さ
ん
、し
ば
ら

く
顔
を
見
て
な
い
け
ど
元
気
に
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
。B
さ
ん
、娘
夫
婦
と

の
折
り
合
い
は
う
ま
く
いって
い
る
だ

ろ
う
か
。患
者
さ
ま
の〈
病
気
〉の
み

な
ら
ず
、患
者
さ
ま
の
生
活
環
境
に

ま
で
も〈
気
を
配
る
〉気
持
ち
が
強

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。『
医
療
は
愛
』

こ
の
気
持
ち
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
町
の
診
療
所
と
し
て
一

所
懸
命
や
って
い
き
ま
す
」。心
に
響

く
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
。

中村医院 
院長：中村 登
所在地：大阪府堺市中区深井中町2955
TEL：072-278-0787
診療科目：外科・胃腸科・肛門科

　
「
は
い
。外
科
、胃
腸
科
、肛
門
科
、

一
人
で
何
で
も
診
ま
す
。医
師
も
や

れ
ば
、看
護
師
も
や
れ
ば
、事
務
職

も
や
り
ま
す
。あ
あ
、忙
し
い
」と
、

初
対
面
で
こ
ん
な
自
己
紹
介
を
す

る
中
村
登
院
長
。も
ち
ろ
ん
、中
村

医
院
に
は
看
護
師
も
事
務
ス
タ
ッ
フ

も
い
る
。こ
れ
は
中
村
院
長
特
有
の

ジ
ョ
ー
ク
。と
に
か
く
相
手
を
緊
張

さ
せ
な
い
話
術
が
巧
み
で
、自
然
に

和
や
か
な
雰
囲
気
を
作
り
上
げ
て

開
業
し
て
16
年
。

医
療
方
針
は「
何
で
も
診
ま
す
」。

し
ま
う
。こ
の
先
生
が
相
手
な
ら
、

患
者
は
初
診
で
、伝
え
た
い
こ
と
を

す
べ
て
話
せ
る
だ
ろ
う
。「
町
の
診

療
所
は『
何
で
も
診
ま
す
』と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
な
い
と
、い
け
な
い
と
思

い
ま
す
わ
。初
期
診
断
し
ウ
チ
で
治

せ
る
も
の
は
ウ
チ
で
や
り
、難
し
い

疾
患
と
思
っ
た
ら
、即
、馬
場
記
念

病
院
さ
ん
へ
紹
介
状
を
書
き
ま
す
」

と
中
村
院
長
。こ
の
地
で
開
業
し
て

16
年
。患
者
は
、幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
、疾
患
に
か
か
わ
ら
ず「
と
り

あ
え
ず
中
村
先
生
の
と
こ
ろ
へ
」と

や
っ
て
く
る
。開
業
当
時
は
、自
ら
の

専
門
領
域
で
あ
る
外
科
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
も
の
の
、「
患
者
さ
ま
の
立
場

で
考
え
れ
ば
、ご
自
身
の
病
気
を
、

ど
の
診
療
科
で
診
て
も
ら
っ
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
い
と
き
が
あ
る
。そ

れ
な
ら
私
が
診
ま
し
ょ
う
。専
門

性
よ
り
も
総
合
性
が
大
事
」と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
、現
在
の『
何
で
も

診
ま
す
』に
方
針
転
換
。丁
寧
な
診

察
、分
か
り
や
す
い
説
明
、そ
し
て

〈
専
門
領
域
〉を

持
っ
た
上
で
の

〈
総
合
性
〉が
特
色
。

〈
町
の
診
療
所
〉と
し
て
、患
者
す
べ
て
を
受
け
入
れ
、

的
確
に
初
期
診
断
を
行
う
。

診療所

鍛
え
ら
れ
た
救
急
現
場
。

今
は
、「
医
療
は
愛
と
言
え
る
」。
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長
は
、運
営
方
針
に
つ
い
て
こ
う
語

る
。「
こ
こ
で
働
く
介
護
職
員
が
楽

し
く
仕
事
で
き
な
い
と
、入
居
者
の

方
も
心
豊
か
な
生
活
を
送
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。介
護
職
員
が
疲
れ
た

顔
や
態
度
で
入
居
者
に
接
し
て
い
れ

ば
、マ
イ
ナ
ス
の
周
波
が
伝
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
か
ら
」。そ
こ
で
実
施
さ

れ
て
い
る
の
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
。週
に
1
回
、入
居
者
の「
あ
あ
い

う
こ
と
し
た
い
」「
こ
ん
な
こ
と
も
し

た
い
」と
い
う
希
望
を
、で
き
る
だ
け

取
り
入
れ
、入
居
者
の
自
主
的
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。ま
た
、介

護
職
員
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
み
、

そ
れ
が
入
居
者
、介
護
職
員
双
方
に

い
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
の

こ
と
。

　

一
方
、介
護
職
員
に
は
こ
ん
な
対

応
を
説
く
。「
入
居
者
に
対
し
て
は

家
族
の
よ
う
に
接
し
な
が
ら
も
、

介
護
現
場
で
は
冷
静
に
客
観
的
判

断
が
で
き
る
よ
う
に
」と
。そ
れ
に

は
谷
野
自
身
の
自
戒
の
念
が
あ
る
。

「
自
分
の
経
験
だ
が
」と
前
置
き

し
、一
介
護
職
員
と
し
て
施
設
で

働
い
て
い
た
と
き
、「
つ
い
感
情
が
高

ま
っ
て
、入
居
者
さ
ん
に
強
く
言
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
」と
言
う
。

「
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
つ
も

り
で
も
、踏
み
込
み
過
ぎ
る
と
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
す
ね
」と
の

こ
と
。「
介
護
は
優
し
す
ぎ
て
も
、

　

株
式
会
社
ダ
イ
フ
ク
は
、堺
市
で

老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
や
高
齢
者
向

け
給
食
サ
ー
ビ
ス
、在
宅
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

社
会
福
祉
系
の
事
業
を
手
広
く
展

開
す
る
企
業
だ
。同
社
の
海
田 

力

代
表
は
現
在
43
歳
と
若
く
、起
業

す
る
ま
で
は
、複
数
の
障
が
い
者
施

設
で
職
員
と
し
て
働
い
て
い
た
経
験

を
持
つ
。「
そ
の
方
ら
し
く
豊
か
に

生
活
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
を
整

え
た
い
」と
言
う
。

　

こ
う
し
た
事
業
展
開
の
な
か
で

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、〈
住
宅
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム 

た
な
ご
こ
ろ
毛

穴（
け
な
）〉で
あ
る
。通
常
、〈
住
宅

型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
〉は
、施
設
に

介
護
ス
タ
ッ
フ
を
常
駐
さ
せ
ず
、介

護
が
必
要
な
場
合
は
、入
居
者
そ

れ
ぞ
れ
が
外
部
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
。し
か
し
、た
な
ご
こ
ろ

毛
穴
の
場
合
は
、運
営
す
る
ダ
イ
フ

ク
が
、訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
事
業

そ
の
方
ら
し
い
豊
か
な
生
活
、

ひ
た
す
ら
そ
れ
を
見
つ
め
て
。

11
人
の
介
護
職
員
で
、

手
厚
く
入
居
者
の

生
活
援
助
。

内
容
の
一
つ
と
し
て
お
り
、事
業
所

を
、た
な
ご
こ
ろ
毛
穴
内
に
併
設
し

て
い
る
た
め
、多
く
の
入
居
者
が
こ

れ
を
利
用
し
て
い
る
。

　

実
際
に
、た
な
ご
こ
ろ
毛
穴
の
入

居
者
を
見
る
と
、要
介
護
度
の
高
い

方
、寝
た
き
り
の
方
、認
知
症
の
方

な
ど
で
半
数
以
上
を
占
め
、昼
間

は
11
人
の
介
護
職
員
が
、手
厚
く

入
居
者
の
生
活
支
援
を
行
っ
て
い

る
。介
護
職
員
常
駐
の
施
設
、い
わ

ゆ
る〈
サ
高
住
／
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
住
宅
〉と
何
ら
変
わ
り
が
な

い
。

　
〈
た
な
ご
こ
ろ
〉の
運
営
責
任
者
で

あ
る
介
護
事
業
部
の
谷
野
一
人
部

厳
し
す
ぎ
て
も
ダ
メ
」と
言
う
。そ

こ
に
介
護
の
難
し
さ
と
ヤ
リ
ガ
イ
が

共
存
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

今
後
、〈
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

住
宅
〉や〈
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー

ム
〉の
需
要
が
増
え
て
い
く
も
の
と

見
ら
れ
る
が
、ダ
イ
フ
ク
で
は
堺
市

を
中
心
に
、質
を
重
視
し
た〈
住

宅
〉を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。超
高
齢
社
会
の
生
活
の
あ

り
よ
う
を
提
示
し
て
く
れ
る
、同
社

の
事
業
展
開
に
期
待
し
た
い
。

たなごころ毛穴 
運営会社：株式会社ダイフク　管理者：海田 力　事業部長：谷野一人
所在地：大阪府堺市中区土師町1-10-29　TEL：072-276-1666
事業内容：老人ホーム運営、高齢者施設専門給食サービス、
　　　　  介護サービス、在宅リハビリマッサージ

介
護
職
員
が
イ
キ
イ
キ
働
け
ば
、

入
居
者
の
顔
も
明
る
く
ほ
こ
ろ
ぶ
。

事業所

〈
優
し
い
〉だ
け
で
な
く

介
護
現
場
で
は
冷
静
、

客
観
的
に
。



〈救命救急〉とひとことで言っても、
救命と救急には、違いがあると考えます。
生死の危機から、命を救うことが優先される、救命。
突然、襲う急病や外傷などに、専門的な緊急治療を行う、救急。
どちらの機能も、地域には必要です。

この二つの観点から、
馬場記念病院は、救急医療のあり方を考えてきました。
そして、営 と々時間をかけて追求してきたのが、
救命という〈点〉だけではなく、
命を救い、人生を救う、〈線〉としての救急です。
ことに、今回ご紹介した脳神経外科領域では、
最初の専門医による治療の質、スピード、そして、選択肢が、
患者さまのその後の機能回復に、大きな影響を及ぼします。
だからこそ、不断の救急体制の維持が不可欠であり、
多くの医師たちが、まさに自らの人生をかけて、
この地の救急医療を守り続けてきたのです。

堺市消防局救急隊とも手を携えた
馬場記念病院のブレインチームに、私は誇りを持っています。

社会医療法人ペガサス　理事長　馬場武彦
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